
保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）

公表：2024年3月1日

事業所名えがお浪速区店 保護者等数（児章数） 24 且17

チェック項目 はい どちらとも いいえ わから
ご意見いえない ない

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保さ 24 れている

スタッフの方の入れ替
えが多かったように感じ
ました。今どの方がい

環 2 職員の配置数や専門性は適切である 17 1 6らっしゃるかが明確でな
境 いような気がします。

知識のないので、わか
体 らない。
制 生活空間は、本人にわかりやすい構造化さ

れた環境になっている。また、障がいの特性
備 3 に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化 24 

や情報伝達等への配慮が適切になされて
いる

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環
4 境になっている。また、子ども達の活動に合 22 1 1帰ってきたら足の裏が

わせた空間となっている 真っ黒

子どもと保護者のニ ーズや課題が客観的に
5 分析された上で、児童発達支援計画が作成 24 

されている

児童発達支援計画には、 児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支

適 援」の「発達支援（本人支援及び移行支
切 6 援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援 24 
な 内容から子どもの支援に必要な項目が適切
支 に選択され、その上で、具体的な支援内容
援 が設定されている
の 児童発達支援計画に沿った支援が行われ提 7 23 1 
供 ている

活動プログラムが固定化しないよう工夫され
禄々なフログ

く
ラ

だ
ム
さをっ

日
て8 ている 23 1 によって用意

いる。
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流

， や、 13 2 ， 

障がいのない子どもと活動する機会がある

10 運営規程、利用者負担等について丁寧な説 23 1 明がなされた

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」のねらい及び支援内

11 容と、これに基づき作成された 「児童発達支 23 1 
援計画」を示しながら、支援内容の説明がな
された

12 保護者に対して家族支援プログ ラ ム（ペアレ 14 3 2 5特に必要ないと思いま
ント ・ トレーニングiv等）が行われている す。（我が家は）

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
13 い、子どもの健康や発達の状況、課題につ 24 

いて共通理解ができているか

適 定期的に、保護者に対して面談や、育児に 面談で様子を聞かせて
切 14 関する助言等の支援が行われている 24 頂き安心しています。
な
支

．

父母の会の活動の支援や、保護者会等の
援 15 開催等により保護者同士の連携が支援され 13 6 5 
の ている
提

一度友達関係で不安な供 子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、 時、LINEで友達と仲良

16 子どもや保護者に周知・説明され、相談や 24 く遊んでいる様子を送っ
申入れをした際に迅速かつ適切に対応され てくださった。すぐに相
ている 談に対応してくださっ

’’ た。

別添資料6

謳71 % 

ご意見を踏まえた
対応

スタッフに関しては離職率を低下
させるように取り組んでいます。
また、職員の紹介（写真入り）を
配布したり、直接挨拶に伺ったり
して周知するようにします。

毎日営業終わりに、掃除機がけ
モップがけを行い、衛生管理とと
もに清潔を保つようにしていま
す。




